
江
戸
名
所
図
会
は
、
江
戸
と
そ
の

近
郊
の
地
理
・
風
俗
・
伝
承
な
ど
を

絵
入
り
で
紹
介
し
た
江
戸
時
代
後
期

の
書
物
で
す
。
読
み
や
す
く
具
体
的

な
文
章
と
、
長
谷
川
雪
旦
の
臨
場
感

の
あ
る
挿
絵
の
力
も
あ
っ
て
、
江
戸

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
老
若
男
女

に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
勤

交
代
で
江
戸
に
や
っ
て
き
た
地
方
武

士
た
ち
や
大
名
奥
方
た
ち
の
江
戸
見

物
の
案
内
書
や
、
国
帰
り
の
際
の
手

み
や
げ
に
も
な
り
、
全
国
的
に
も
評

☆次号は5月20日（木）に発行します。☆　
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千
代
田
図
書
館
は
、
５
月
２２
日
(土)
ま
で
、
江
戸
の
地
理
や
風
俗
な
ど
を
紹
介
し
た
江
戸

え

ど

名
所

め
い
し
ょ

図
会

ず

え

と
、
そ
の
作
者
で
あ
る
斎
藤
月
岑

げ
っ
し
ん

に
関
す
る
企
画
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　

千
代
田
図
書
館
　
1
５
２
１
１
―
４
２
８
９

判
と
な
り
ま
し
た
。

現
代
で
は
江
戸
学
に
お
け
る
基
本

書
の
一
つ
と
言
わ
れ
、
研
究
者
の
み

な
ら
ず
、『
半
七
捕
物
帳
』（
岡
本
綺

堂
）、『
鬼
平
犯
科
帳
』（
池
波
正
太

郎
）
な
ど
多
く
の
時
代
小
説
や
時
代

劇
ド
ラ
マ
制
作
の
場
に
お
い
て
も
、

当
時
の
地
理
や
人
々
の
生
活
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
情
報
源
と
し
て
活
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

江
戸
名
所
図
会
の
作
者
・
斎
藤
月

岑
は
、
神
田
雉
子
町

か

ん

だ

き

じ

ち

ょ

う

の
町
名
主
の
家

柄
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
名
主
の
仕
事

は
、「
幕
府
か
ら
の
お
触
れ
の
下
達
」

「
人
別
改
め
（
住
民
調
査
）」「
奉
行

所
へ
の
願
書
」「
治
安
維
持
」「
火
の

元
の
取
締
り
」
な
ど
、
支
配
す
る
町

を
維
持
し
て
い
く
す
べ
て
に
関
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
江
戸
名
所
図
会
は
、

名
主
の
仕
事
の
傍
ら
、
祖
父
・
父
・

月
岑
と
３
代
に
わ
た
っ
て
執
筆
編
集

を
行
い
約
40
年
が
か
り
で
完
成
さ
せ

た
全
20
冊
の
大
作
で
す
。

月
岑
の
編
著
物
の
特
質
は
、
江
戸

市
民
み
ず
か
ら
が
ま
と
め
た
江
戸
風

俗
の
記
録
で
あ
る
こ
と
と
、
記
事
の

信
頼
度
が
高
い
こ
と
で
す
。
祖
父
や

父
の
緻
密
な
学
風
を
継
承
し
た
月
岑

は
、
広
く
文
献
を
調
べ
、
現
地
を
訪

ね
て
碑
文
や
文
書
を
読
み
、
現
物
・

地
勢
を
確
認
し
た
そ
う
で
す
。
月
岑

は
後
に
、
江
戸
名
所
図
会
の
た
め
に

集
め
た
資
料
を
基
に
研
究
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
江
戸
の
年
中
行
事
を
ま

と
め
た
『
東
都
歳
事
記
』
や
、
江
戸

市
民
の
目
線
で
編
集
し
た
『
武
江

ぶ

こ

う

年ね
ん

表ひ
ょ
う

』
も
刊
行
し
ま
し
た
。

展
示
ウ
ォ
ー
ル
で
は
、
「
市
井

ま

ち

人び
と

・
斎
藤
月
岑
に
学
ぶ
会
」
の
協
力

で
、
斎
藤
月
岑
お
よ
び
彼
の
作
品
に

つ
い
て
パ
ネ
ル
で
解
説
し
ま
す
。
ま

た
、
江
戸
名
所
図
会
な
ど
の
実
物
を

ケ
ー
ス
で
展
示
す
る
と
と
も
に
、
気

軽
に
手
に
取
れ
る
解
説
書
や
江
戸
を

テ
ー
マ
に
し
た
本
を
約
２００
点
集
め
ま

し
た
。

■
講
演
会

企
画
展
示
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
江
戸
の
町
名
主
と
江
戸
名
所
図

会
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。江

戸
に
は
約
２５０
人
の
名
主
が
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
江
戸
名
所
図
会
や

町
名
主
の
生
活
な
ど
か
ら
江
戸
の
文

化
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

と
き

５
月
21
日
（金）
19
時
〜
20
時
30

分
会
場
　
千
代
田
図
書
館
特
設
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
（
区
役
所
９
階
）

定
員
　
40
名（
申
込
順
）

講
師
　
北
原
　
進
さ
ん
（
立
正
大
学

名
誉
教
授
）

申
込
み
　
５
月
６
日
（木）
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
千
代
田
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー（
区
役
所
10
階
1
５
２
１
１

―
４
２
９
０〈
平
日
10
〜
18
時
〉）

へ
。

鬼
平
犯
科
帳
の
情
報
源

「
江
戸
名
所
図
会
」

台
風
・
大
雨
に
備
え
、

合
同
水
防
演
習

▲解説パネルと図書の展示

■
ミ
ニ
展
示
　

江
戸
の
名
所
絵
く
ら
べ

江
戸
名
所
図
会
の
ほ
か
に
も
、
名

所
を
題
材
に
し
た
書
物
や
浮
世
絵
が

各
地
で
数
多
く
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
で
は
、
代
表
的
な
名
所
案
内
書

の
『
江
戸
砂
子

す

な

ご

』、
浮
世
絵
の『
絵
本

江
戸
土
産
』
や
『
名
所
江
戸
百
景
』、

す
ご
ろ
く
の
『
東
京
名
所
案
内
壽
語

す

ご

録ろ
く

』な
ど
形
式
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
同
じ
場
所
が

描
か
れ
た
名
所
絵
を
並
べ
て
５
月
２２

日
（土）
ま
で
千
代
田
図
書
館
セ
カ
ン
ド

オ
フ
ィ
ス
ゾ
ー
ン
内
ミ
ニ
展
示
コ
ー

ナ
ー（
区
役
所
９
階
）で
展
示
し
ま
す
。

名
所
の
見
所
や
視
点
の
違
い
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

区
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
る
水
害
を
防
止
す
る
た

め
消
防
署
、
消
防
団
と
合
同
で

水
防
演
習
を
実
施
し
ま
す
。

積
み
土
の
う
工
法
や
マ
ン
ホ

ー
ル
噴
出
防
止
工
法
等
、
水
害

防
止
に
関
す
る
様
々
な
工
法
を

演
習
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と
き

５
月
２５
日
（火）
９
時
３０
分

〜
１１
時

会
場

北
の
丸
公
園
第
３
駐
車
場

（
北
の
丸
公
園
１
）

■
消
防
団
員
募
集

区
内
消
防
団
は
、
区
民
の
方

や
事
業
所
の
従
業
員
の
方
、
大

学
生
等
の
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

入
団
希
望
者
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
最
寄
り
の
消
防
署
は
東
京
消

防
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.tfd.m

etro.tokyo.jp/

tfd/index.htm
l

）で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

防
災
課

1
５
２
１
１
―
４
１
８
８

bousai@
city.chiyoda.lg.jp

http://w
w
w
.bousai.city.

chiyoda.lg.jp/disaster/

５
月
２５
日
（火）
北
の
丸
公
園
で

５
月
２２
日
(土)
ま
で
展
示
ウ
ォ
ー
ル（
区
役
所
９
階
）で

神
田
雉
子
町
で
３
代
に

わ
た
っ
て
執
筆

「

斎

藤

月

岑

」

千代田図書館の企画展示

▲「江戸名所図会」「東都歳事記」「武江年表

（正　）」

▲斎藤月岑居宅跡（神田司町二丁目）
▲大雨による増水への対応（区内）

公的住宅の入居者等を募集

区営住宅、区営高齢者住宅、都営住

宅のあき家入居者および都民住宅のあ

き家入居待機者の募集を行います。詳

しくは、２面をご覧ください。
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次
の
区
営
住
宅
の
あ
き
家
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

住
宅
の
概
要

図
表
１
の
と
お
り

対
象

次
の
①
〜
⑥
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
成
年
者
（
20
歳
未
満
の

既
婚
者
、
婚
約
者
を
含
む
）

①
申
込
者
本
人
が
区
内
に
引
き
続
き

１
年
以
上
在
住
し
て
い
る

②
同
居
親
族
が
い
る

③
世
帯
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準

内
＝
図
表
２
＝
で
あ
る

④
現
に
住
宅
に
困
り
、
自
ら
が
住
む

た
め
の
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る

⑤
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

⑥
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

対
象

区
営
住
宅（
世
帯
用
）の
条
件

（
②
を
除
く
）を
満
た
す
60
歳
以
上

の
方（
経
過
措
置
有
）

対
象

区
営
住
宅（
単
身
用
）の
条
件

（
②
を
除
く
）を
満
た
す
65
歳
以
上

の
方

―
い
ず
れ
も
―

原
則
と
し
て
、
自
家
所
有
者
（
住

宅
ま
た
は
土
地
所
有
者
・
共
有
持
分

を
含
む
）
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
５
月
６
日
（木）
か
ら
情

報
コ
ー
ナ
ー
（
区
役
所
２
階
／
日
曜

を
除
く
）、
出
張
所
、
ま
ち
づ
く
り

総
務
課
（
区
役
所
５
階
／
土
・
日
を

除
く
）
で
配
布
す
る
「
申
込
み
の
し

お
り
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

「
申
込
み
の
し
お
り
」

を
ご
覧
の
上
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
所
定
の
封
筒
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
（
５
月
14
日
（金）

▼図表１　住宅の概要

区分 住宅の名称 住戸面積
間取り

予定使用料
（円／月）

共益費
（円／月）

備考入居家族 募集
戸数

一 番 町 住 宅
（一番町１０）

神 保 町 住 宅
（神田神保町２－１０）

西 神 田 住 宅
（西神田２－６－１）

富士見高齢者住宅
（富士見１－１１－８）

内 神 田 住 宅
（内神田１－１－３）区

営
住
宅

区
営

高
齢
者
住
宅

４４.１ｍ２ ２９,９００～４４,６００
（５８,８００）

２３,３００～３４,６００
（４５,７００）

３５,３００～５２,５００
（６９,３００）

２２,６００～３３,７００

１７,５００～３４,４００

（４４,４００）

２人以上 １戸

１戸

１戸

１戸

１戸

２ＤＫ

４３.２ｍ２

２ＤＫ

６１.８ｍ２

２ＤＫ

３９.１ｍ２

１ＤＫ

３０.１ｍ２

１ＤＫ

※１

２人以上
※１

２人以上

単身

単身

※３

※２

※２

※２

共益費
４,０００

共益費
３,０００

※１　住戸面積に対する入居者数の適正人員は、２～３人です。
※２　住宅共用部分の水道・電気料金、廊下・階段・排水管の清掃費等は、入居者の負担となります。
※３　住戸面積に対する入居者数の適正人員は、２～５人です。
＊予定使用料の（　）内は障害者等世帯の上限額です。

浴槽等の設置は
本人負担

浴槽等の設置は
本人負担

ま
で
の
消
印
が
あ
り
、
18
日
（火）

ま
で
に
届
い
た
も
の
に
限
り
受
け

付
け
）。
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

抽
選
日

６
月
２
日
（水）

入
居
予
定

８
月
ご
ろ

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
総
務
課
住
宅

管
理
係
1
５
２
１
１
―
３
６
０
７

一
般
募
集
住
宅
（
家
族
向
・
単
身

者
向
）、
定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
・
多
子
世
帯
向
）、
若

年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
住
宅
の
あ
き
家
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

都
内
に
居
住
し
（
単
身
者
は

３
年
以
上
）、
所
得
が
基
準
内
で
、

現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

※
こ
の
ほ
か
、
申
込
区
分
ご
と
に
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
書
の
配
布

５
月
６
日
（木）
か
ら

14
日
（金）
ま
で
東
京
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー（
各
窓
口
セ

ン
タ
ー
を
含
む
）、
都
庁
、
情
報

コ
ー
ナ
ー（
区
役
所
２
階
／
日
曜

を
除
く
）、
出
張
所
、
ま
ち
づ
く

り
総
務
課（
区
役
所
５
階
／
土
・
日

を
除
く
）で
配
布
し
ま
す
。

申
込
み

５
月
18
日
（火）
ま
で
に
郵
送

で
渋
谷
郵
便
局
に
到
着
し
た
も
の

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ

東
京
都
住
宅
供
給
公
社

募
集
セ
ン
タ
ー
都
営
募
集
課

1
０
５
７
０
―
０
１
０
８
１
０

（
５
月
14
日
ま
で
〈
土
・
日
を
除
く
〉）

1
３
４
９
８
―
８
８
９
４

（
そ
の
他
の
期
間
）

http://w
w
w
.to-kousya.or.jp

中
堅
所
得
者
を
対
象
に
し
た
都
民

住
宅
（
家
族
向
）
の
あ
き
家
入
居
者

（
待
機
者
）
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
資
格

次
の
①
〜
⑤
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
方

①
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る

②
同
居
親
族
（
内
縁
、
婚
約
者
を
含

む
）
が
い
る

③
都
が
定
め
る
所
得
収
入
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る

④
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅

を
必
要
と
し
て
い
る

⑤
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
立
て
ら
れ

る
（
指
定
法
人
管
理
型
を
除
き
、

保
証
会
社
の
利
用
も
可
）

申
込
書
の
配
布

５
月
７
日
（金）
か
ら

21
日
（金）
ま
で
東
京
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
（
渋
谷
区
神

宮
前
５
―
５３
―
67
）
な
ど
都
内
約

40
か
所
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
み

５
月
７
日
（金）
か
ら
２１
日
（金）

ま
で
の
消
印
が
あ
り
、
24
日
（月）

（
必
着
）ま
で
に
募
集
セ
ン
タ
ー
に

到
着
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。

※
不
明
な
点
は
募
集
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

東
京
都
住
宅
供
給
公
社

募
集
セ
ン
タ
ー

1
３
４
０
９
―
２
２
４
４

http:/w
w
w
.to-kousya.or.jp

公
的
住
宅
の
あ
き
家
入
居
者
等
を
募
集

区
営
住
宅（
世
帯
用
）

区
営
住
宅（
単
身
用
）

区
営
高
齢
者
住
宅（
単
身
用
）

▼図表2　所得基準

入居家族数
所得金額（円）

一般世帯 障害者等世帯

０～１,８９６,０００

０～２,６５６,０００

０～３,０３６,０００

０～２,５６８,０００

０～３,３２８,０００

０～３,７０８,０００

０～３,４１６,０００ ０～４,０８８,０００

単身

０～２,２７６,０００ ０～２,９４８,０００２人

３人

４人

５人

※障害者等世帯は、一般世帯より所得が多くても申し込
　むことができます。

区
は
、
高
齢
者
が
安
全
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
住
宅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
や
緊
急
時
対
応
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
な
ど
、
高
齢
者
の
生
活

特
性
に
配
慮
し
た
優
良
な
賃
貸
住
宅

を
建
築
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
事
務
所
・
ビ
ル
な
ど
を
賃

貸
住
宅
に
改
造
す
る
場
合
も
対
象
に

な
り
ま
す
（
た
だ
し
、
改
造
の
前
後

と
も
建
築
基
準
法
等
の
関
係
法
令
に

適
合
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
高
齢
者
が
安

心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
応
募
く
だ

さ
い
。

補
助
内
容
　

①
供
給
計
画
策
定
費
補
助
＝
補
助
率

３
分
の
２

②
建
設
費
等
の
一
部
補
助

・
住
宅
共
用
部
分
及
び
高
齢
者
向
け

の
整
備
費
等
＝
補
助
率
３
分
の
２

③
家
賃
減
額
補
助
＝
１
戸
あ
た
り
の

月
額
４
万
円
／
戸
（
上
限
）

※
今
年
の
４
月
か
ら
、
昨
今
の
景
気

低
迷
の
影
響
を
受
け
る
高
齢
者
の

負
担
軽
減
と
居
住
の
安
定
の
た

め
、
家
賃
減
額
補
助
の
限
度
額
を

引
き
上
げ
ま
し
た
。

募
集
戸
数

１
棟
20
戸
程
度

※
応
募
資
格
、
住
宅
の
基
準
、
助
成

範
囲
・
金
額
等
は
、
案
内
書
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
建
築
指
導
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
築
実
績

平
成
22
年
３
月
現
在
、

２
施
設
、
計
46
戸
が
供
給
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
さ
ら
に
２
施
設
、
計

37
戸
が
供
給
予
定
で
す
。

申
込
み

６
月
30
日
（水）
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
に
所
定
の
申

込
書
を
直
接
建
築
指
導
課
（
区
役

所
５
階
）
へ
。

問
合
せ

建
築
主
の
募
集
＝
建
築
指

導
課
住
環
境
整
備
主
査
　

1
５
２
１
１
―
４
３
１
２

家
賃
減
額
補
助
＝
ま
ち
づ
く
り
総

務
課
住
宅
管
理
係

1
５
２
１
１
―
３
６
０
７

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

建
築
主
を
募
集

　区や都が管理・運営する住宅の、主な入居者募集の予定は次のとおりです。募
集の時期や内容は変更になる場合がありますので、詳しくは広報千代田等をご
覧ください。

●都民住宅
　住宅のタイプによって、募集時期、内容等が異なります。詳しくは、お問い合わ
せください。

●都営住宅

●区営住宅・区民住宅

※都・東京都住宅供給公社が募集するほか、各区市町で地元在住の方を対象にした募集
　を行う場合があります。詳しくは、各区市町の広報紙をご覧いただくか、直接住宅の所管
　部署へお問い合わせください。

問合せ　まちづくり総務課住宅管理係　1５２１１－３６０７

問合せ　東京都住宅供給公社募集センター都営募集課　1３４９８－８８９４

問合せ　東京都住宅供給公社募集センター公社募集課　1３４０９－２２４４

区営住宅（高齢者住宅を含む）

区民住宅・借上型区民住宅

１０月

６月、１１月

家族向（ポイント方式）

単身者向・シルバーピア

家族向（ポイント方式）

単身者向・シルバーピア

８月上旬

11月上旬

平成２３年２月上旬

家族向・単身者向・定期使用住宅（若年ファ
ミリー向・多子世帯向）・若年ファミリー向

都
営
住
宅

※空き家等がない場合は、募集をし
　ないこともあります。
※区立住宅については、建替えを予
　定しているため、新たな募集を行
　う予定はありません。

各種住宅の年間の募集予定

※区民住宅は中堅所得者向けの住宅です。

都営住宅

都民住宅
（入居待機者募集）

1面から

区営住宅
区営高齢者住宅

５月６日（木）～１４日（金）

▲新内こもれび千代田



毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
る

「
千
代
田
区
文
化
芸
術
の
秋
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

次
の
①
〜
④
の
い
ず

れ
か
で
活
動
し
て
い
る
区

内
の
団
体（
学
校
教
育
活
動

の
団
体
は
除
く
）の
方
若
干

名（
抽
選
）

①
芸
能
部
門
（
ダ
ン
ス
・
舞

踊
等
）

②
作
品
部
門
（
絵
画
・
書

道
・
写
真
・
陶
芸
・
手
芸

等
）

③
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門

④
コ
ー
ラ
ス
部
門

申
込
み

５
月
１７
日
（月）

（
必
着
）ま
で
に
ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（
５
面
参
照
）
で

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
振

興
係
（
〒
１０２
―
８６８８
九
段
南
１

―
２
―
１
1
５
２
１
１
―

３
６
２
８
6
３
２
６
４
―

７
９
８
９

bunkasupotsu

@
city.chiyoda.lg.jp)

へ
。

※
各
部
門
の
実
行
委
員
会
は

６
月
上
旬
に
開
催
予
定
で

す
。

区役所の代表電話　3264ー2111（3）No. 1279 22.5.5

広　　告

防衛省

ま
ち
の
安
全
・
安
心
を
守
る

―
ち
よ
だ
安
全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―

区
は
、
皆
さ
ん
が
日
々
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、

総
合
的
に
取
り
組
む
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
「
ち
よ
だ
安

全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
区

内
の
企
業
に
勤
め
て
い
る
方
な
ど

が
、
犯
罪
な
ど
を
目
撃
し
た
際
に
素

早
い
１１０
番
通
報
の
意
識
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
、
仕
事
な
ど
で
外
出
す

る
時
に
防
犯
ワ
ッ
ペ
ン
＝
写
真
＝
等

を
貼
っ
て
、
防
犯
の
意
識
を
高
め
、

犯
罪
の
抑
止
や
早
期
解
決
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
２４
の
事
業
者
＝
左
図
表
＝
に

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
区
・
警
察
署
・
防
犯
協
会
・
企

業
等
が
連
携
し
て
「
ち
よ
だ
安
全
・

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
協
力
事
業
者
へ
の
登
録

等
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

安
全
生
活
課
安
全
危
機
管

理
係
　
1
５
２
１
１
―
４
２
５
１

「
５００
円
ワ
ン
コ
イ
ン
ド
リ
ー
ム
」

を
、
今
年
は
区
の
主
催
で
実
施
し

ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
加
盟
店
で
買
い

物
・
食
事
を
し
た
際
に
、
支
払
金

額
５００
円
ご
と
に
ス
タ
ン
プ
が
１
個

も
ら
え
、
ス
タ
ン
プ
が
20
個
集
ま

っ
た
カ
ー
ド
（
１
枚
あ
た
り
千
円
）

を
金
券
と
し
て
加
盟
店
で
利
用
で

き
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
５００
円
ワ
ン
コ
イ
ン
ド

リ
ー
ム
事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
加
盟
店
を
募
集
し
ま
す
。
昨

年
ま
で
、
加
盟
店
と
し
て
登
録
し

て
い
た
お
店
も
、
改
め
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.chiyoda.

lg.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

区
民
生
活
課
商
工
係

1
５
２
１
１
―
４
１
８
５

１３

区
は
、
今
年

の
４
月
か
ら
、

外
壁
・
窓
等
の

断
熱
対
策
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

外
壁
・
窓
等
の
断
熱
を
行
う
こ

と
で
、
冷
暖
房
時
に
、
冬
は
暖
か

さ
を
、
夏
は
涼
し
さ
を
保
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
冷
暖

房
の
費
用
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
結
露
も
軽
減
で
き
、
腐

食
や
カ
ビ
な
ど
の
防
止
に
も
効
果

的
で
す
。

区
が
助
成
を
す
る
断
熱
対
策

に
は
、
複
層
ガ
ラ
ス
や
二
重
窓

な
ど
の
導
入
が
あ
り
ま
す
。
新

築
・
既
築
の
場
合
で
要
件
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
導
入
を
検
討

し
て
い
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

区
の
助
成
額

家
庭
用
・
業
務
用
と

も
施
工
費
用
（
差
額
）
の
20
％

（
上
限
額
１００
万
円
）

※
住
宅
の
み
、
区
の
助
成
と
あ
わ

せ
て
、
国
の
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策
課

普
及
啓
発
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

外
壁
・
窓
等
の
断
熱
対
策

新築の事務所・店舗等（延床面積
1,000mを想定）を通常のガラスから複
層ガラスへ断熱強化した場合

約５年

年間約２０万円

約１２５万円

約１００万円

約２５万円

施 工 費 用
（通常のガラスとの差）

通常のガラスと比べて
増加する負担額（A）

区 助 成 額

光熱費の削減効果（B）

初期費用回収年数（A/B）

▼窓の断熱対策によるコスト等試算表

注）試算例のため、実際の額とは異なる場合が
　 あります。

2

今年も実施、
５００円ワンコインドリーム

加盟店募集

・郵便局（株）

・郵便事業（株）神田支店

・郵便事業（株） 町支店

・東京都下水道局中部下水道事務所

・東京ガス（株）南部支店

・千代田区新聞販売同業組合

・三京石油化学（株）小川町ステーション

・三京石油化学（株）神保町ステーション

・千代田区リサイクル事業協同組合

・神田地区宅建業防犯協力会

・佐川急便（株）千代田店

・日本通運（株）東京オフィスサービス支

店

・ヤマト運輸（株）東東京主管支店千代

田エリア支店

・日立自動車交通（株）

・（株）ナチュラルアート　なちゅら

る・あーと一番町店

・東京都警備業協会千代田地区支部

・　町警備業連絡会

・丸の内警備業連絡協議会

・神田地区警備業連絡協議会

・万世橋警備業連絡協議会

・明治安田生命保険相互会社千代田支

社

・東京廃棄物事業協同組合千代田支部

・赤帽首都圏軽自動車運送協同組合

・（株）高島テクノロジーセンター

▼ちよだ安全・安心ネットワークの協力事業者

一覧

（平成22年5月1日現在、24事業所・順不同）

く ら し の 安 全 ・ 安 心

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
原

因
は
ラ
イ
タ
ー
で
す
。
５
歳
未
満

の
子
ど
も
の
、
ラ
イ
タ
ー
を
使
用

し
た
火
遊
び
に
よ
る
火
災
で
は
、

死
傷
者
の
発
生
率
は
約
８
割
で
す
。

子
ど
も
が
ラ
イ
タ
ー
を
玩
具

が

ん

ぐ

と

間
違
え
た
り
、
家
庭
や
車
内
に
あ

る
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ん
だ
り
し
て
、

火
傷
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん

は
、
ラ
イ
タ
ー
の
取
扱
い
な
ど
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
＝
左
図
＝
。

ま
た
、
な
ぜ
事
故
が
起
き
た
か
、

原
因
が
解
明
さ
れ
、
改
善
が
進
ま

な
い
と
、
同
様
の
事
故
が
起
き
て

し
ま
い
ま
す
。
事
故
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
も
し
事
故
が
起

き
、
原
因
が
ラ
イ
タ
ー
だ
と
思
わ

れ
る
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
５
２
１
１
―
４
３
１
４

幼い子どものいる家庭での注意事項
・子どもの手の届くところにライタ
ーを置かない

・子どもにライターを触らせたり、
ライターで遊ばせたりしない

・子どものライターでの火遊びを見
かけたら、すぐに注意して止め
させる

・子どもでも簡単に点火できるラ
イターを極力購入しない

・物心のつく年齢になったら、子
どもに火の怖さを教える

幼
い
子
ど
も
が
ラ
イ
タ
ー
を
点
火
さ
せ
た

重
大
事
故
が
増
え
て
い
ま
す

文
化
芸
術
の
秋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
を
募
集

協
力
事
業
者
を
募
集
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
地
域
の
方
々
の

抱
え
る
問
題
や
要
望
を
把
握
し
、

皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
や

助
言
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
福
祉
事
務
所
や
各
関
係

機
関
と
区
民
と
の
パ
イ
プ
役
を
果

た
し
、
適
切
な
援
助
活
動
を
行
え

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
も
兼

ね
て
い
て
、
学
校
や
児
童
相
談
所

な
ど
と
協
力
し
て
子
ど
も
の
虐
待

や
青
少
年
の
非
行
問
題
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
児
童
福
祉
に
関
す
る

こ
と
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児

童
委
員
が
、
担
当
区
域
を
持
つ
児

童
委
員
と
一
体
に
な
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
職
務

上
知
り
得
た
秘
密
を
守
る
よ
う
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
上
の
悩
み
や
、
福
祉
に
関
す

る
こ
と
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
を

担
当
す
る
委
員
ま
で
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

福
祉
総
務
課
厚
生
係

1
５
２
１
１
―
４
２
１
１

三崎町１・２・３丁目

西神田１・２・３丁目（２丁目１・２・７・８番は除く）

安原　勝子
３２６２－０７１６

角田　光正
３２６５－９６００

や す は ら

み つまさ

か つ こ

か く た

氏名・電話番号 担当地域

猿楽町１・２丁目菱山　志摩子
３２９３－０２１５

神田神保町１丁目（偶数番地）

神田神保町３丁目

神田神保町２丁目（奇数番地）、一ツ橋２丁目

神田神保町１丁目（奇数番地）

角谷　幸子
３２９１－１５１４

神田神保町２丁目（偶数番地）、西神田２丁目１・２・
７・８番

長谷川　美江
３２６４－８８８８

大山　惠子
３２６１－４８４４

仙波　瑛子
３２３４－４６３９

松井　和代
３２９３－９０１３

神田錦町３丁目、神田小川町３丁目（奇数番地）

神田錦町１・２丁目、神田小川町２丁目（奇数番地）

中川　敦子
３２９１－２３２０

神田小川町１・２・３丁目（偶数番地）日比　廣美
３２９１－６８０２

神田駿河台１・２丁目

神田駿河台３・４丁目

神田淡路町１・２丁目（奇数番地）

内神田１丁目

神田淡路町１・２丁目（偶数番地）、神田須田町１丁
目１・２・３・４・６・８・９・１０・１１・１２・１３・１４・１５・１７・１９・
２１・２３・２５番地

神田鍛冶町３丁目、内神田３丁目１９～２１番、神田
須田町１丁目５・７・１６・１８・２０・２２・２４・２６・２７・２８・
３０・３２・３３・３４番地、神田多町２丁目

神田司町２丁目、神田美土代町、神田小川町１丁
目（奇数番地）

丸野　八重子
３２９１－１３６２

小田島　眞理子
３２５８－１０３４

坪井　康子
３２５３－７８４４

山田　茂子
５２９６－２７５７

佐藤　健一
３２５２－２７４９

入山　庸裕
３２９４－５７８０

内神田３丁目（１９～２１番は除く）

内神田２丁目

神田須田町２丁目、神田東松下町、岩本町２丁目４番

鍛冶町１・２丁目

東神田１・２丁目

岩本町１・２・３丁目（２丁目１ ～４番は除く）、神田岩
本町

神田佐久間町２・３・４丁目、東神田３丁目、神田平河
町、神田佐久間河岸

齋藤　光治
３２５６－５５８９

浅賀　和世
３２５２－７３７１

谷合　芳子
３２５４－１８７１

東郷　實枝子
３２５１－５５７０

神田紺屋町、神田東紺屋町、神田富山町、神田北
乗物町、神田西福田町、神田美倉町、岩本町２丁目
１～３番

　橋　紀代子
３８６６－２９８４

村田　和美
３２５６－００７６

元橋　佳世子
３８６２－８６１１

小要　ミドリ
３８６６－０８０１

服部　美千代
３８６１－７５６６

神田和泉町、神田松永町、神田花岡町、神田練塀
町、神田佐久間１丁目

大内　ユキ子
３８６６－１６００

外神田１・４丁目鈴木　明孝
３２５３－９６９７

外神田２・３丁目前川　知正
３２５１－３９５８

外神田５・６丁目新井　美智子
３８３１－３２０６

任期＝平成１９年１２月1日～平成２２年１１月３０日

窪田　憲子
３２９５－６４８０

ひ し や ま

お お や ま

な か が わ

み え

か ど や さ ち こ

け い こ

せ ん ば

ま つ い か ず よ

あ つ こ

く ぼ た の り こ

ひ ろ み

や え こ

ま り こ

ま る の

つ ぼ い

や ま だ

さ と う け んいち

い り や ま

さ い と う

た に あ い

と う ご う

た か は し

も と は し

は っ と り

お お う ち こ

あきたか

ま え か わ と もまさ

つねひろ

し げ こ

こ う じ

あ さ が か ず よ

よ し こ

む ら た

こ よ う

す ず き

あ ら い

か ず み

や す こ

お だ じ ま

ひ 　び

よ う こ

し ま こ

は せ が わ

み え こ

き よ こ

か よ こ

み ち よ

み ち こ

神
　
田
　
地
　
区

氏名・電話番号 担当地域

丸の内１・２・３丁目、大手町１・２丁目（１丁目４番は除
く）、有楽町１・２丁目、内幸町１・２丁目、霞が関１丁目、
日比谷公園

永田町１・２丁目、霞が関２・３丁目

平河町１・２丁目、隼町

岩崎　君栄
３５９１－４７４０

遠藤　恒夫
３５８１－０５８５

篠田　晴久
３２６１－６６１８

　町１・２・３丁目

　町６丁目、二番町

五番町

六番町

綿引　和美
３２６２－２６５１

　町４・５丁目、紀尾井町１～７番渡邉　るみ
３２６１－６５４４

岸本　カヨ子
３２６５－２８５５

横山　義文
３２２２－００２６

元田　順子
３２６１－００８０

一番町

九段南２・３丁目、九段北３丁目

秋山　平三郎
３２６３－６９５４

四番町鏑木　美知子
３２６５－３５４７

九段北４丁目、九段南４丁目

九段北１丁目、九段南１丁目、北の丸公園、千代田、
皇居外苑、一ツ橋１丁目、大手町１丁目４番

三番町

飯田橋１・２丁目

富士見１丁目、九段北２丁目

富士見２丁目

櫻井　紀子
３２６１－３５０７

中村　茂
３２６３－６０３６

富山　澄子
３２６１－６７２２

井関　房枝
３２６１－９５３６

若月　曠義
３２６１－５０３４

吉澤　文子
３２６１－２８９７

飯田橋３・４丁目

主任児童委員

主任児童委員

市川　虎之助
３２６３－３６５１

坂口　純子
３２６５－８６０４

宮田　京子
３２３０－０８２０

赤城　正晃
３２６１－３９２０

神
田
地
区

　
　
町
　
地
　
区

　
町
地
区

いわさき

えんどう

はるひさ

わたびき

わたなべ

きしもと

よこやま

じゅんこ

あきやま

まさあき

かぶらぎ

さくらい

なかむら

とみやま

へいざぶろう

よしふみ

こ

き み え

つ ね お

し の だ

か ず み

げ ん だ

あ か ぎ

の り こ

す み こ

い せ き

わかつき

よしざわ

さかぐち

いちかわ

じゅんこ

きょうこ

ひろよし

ふ さ え

ふ み こ

み や た

しげる

み ち こ

主任児童委員高橋　君江
３２３０－０１３０

主任児童委員佐藤　祐子
３２５３－４８１９

た か は し き み え

と ら の す け

さ と う ゆ う こ

５月１２日は「民生委員・児童委員の日」

活
動
の
中
身

児
童
・
子
育
て
相
談

個
人
情
報
は
保
護

千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ



月徴収し、翌月１０日までに納入して
ください。なお、退職・転勤等により
給与所得者に異動があったときは、
給与の支払いを行わないことになっ
た月の翌月１０日までに「給与所得者
異動届出書」を提出してください。
■電算処理用「給与支払報告書」を希
望する方へ
平成２２年分の電算処理用「給与支払

報告書」（連続用紙）が必要な事業所
は、５月３１日（月）までに税額通知書に同封
の申込書で申し込んでください。
税務課課税係　　　 1５２１１－４１９１

都税は、税の種類によって都税事務
所の所管区域が異なります。千代田都
税事務所の所管は次のとおりです。
個人事業税・法人事業税・法人都民税
千代田・文京の２区

事業所税 千代田・文京・北・荒川・
足立の５区
申告書などの受付は、住所、主たる

事務所等が所在する区の都税事務所で
も行います。課税などの問合せは、所
管の都税事務所へ。
納税（課税）証明書の発行は、すべ

ての都税事務所で行います。申告・納
付から１～２週間までの交付申請は、

領収書の原本（領収印のあるもの）と申
告書の控え（受付印のあるもの）の両方
をお持ちください。
千代田都税事務所　 1３２５２－７１４１

区役所の代表電話　3264ー2111（5）No. 1279 22.5.5

日本赤十字社は、５月３１日（月）まで赤
十字会員（社員）募集運動を行ってい
ます。皆さんが納めた会費と寄付は、
災害救援活動や医療、社会事業などに
使われます。
区民生活課管理係　 1５２１１－４１８１

４月１日現在の自動車の所有者（割賦
販売の場合は使用者）に自動車税が課
税されます。５月６日（木）に納税通知書を
送りますので、５月３１日（月）までに金融
機関、郵便局、都税事務所、指定のコ
ンビニエンスストアで納めてください。
※コンビニエンスストアで納付する際
は、レシートと領収証書を必ず受け
取り、領収証書に日付・コンビニエ
ンスストア名が明確に押印されてい
るか確認してください。
※金融機関・郵便局のペイジーマーク
の付いたＡＴＭ・インターネットバ
ンキング・モバイルバンキングでも
納付できます。納付確認後、２週間
程度で車検用の納税証明書（ハガキ
サイズ）を郵送します。
詳しくは、都主税局のホームページ

「都税の納税等について」（ｈｔｔｐ：//
ｗｗｗ.ｔａｘ.ｍｅｔｒｏ.ｔｏｋｙｏ.ｊｐ/ｃｏｍｍｏｎ/
ｔｏｚｅｉ_ｎｏｕｚｅｉ.ｈｔｍｌ）をご覧ください。
千代田都税事務所　 1３２５２－７１４１

■特別区民税・都民税（特別徴収分）の
税額通知書を送ります
５月中旬までに、給与の支払者（特
別徴収義務者）あてに特別区民税・都
民税（特別徴収分）の税額通知書を送
ります。同封の納税義務者に対する税
額通知書は、記載してある納税義務者
にお渡しください。
※税額は、給与の支払いをする際、毎

都会のオアシスである千鳥ケ淵ボ
ート場で、新緑とつつじの競演をボ

ートに乗って楽しみませんか。
営業時間 １１時～１７時３０分（乗船
受付は１７時まで）
休業日 毎週月曜（月曜が祝日の場
合は次の平日）
料金 ３０分５００円
※季節により変更があります。詳し
くは、お問い合わせください。
問合せ 区民生活課商工係

1５２１１－４１８５

■国民年金の任意加入制度
次の条件に該当する方は、申出に

より「国民年金の任意加入被保険者」
になれます（ただし、厚生年金や共済
組合に加入中の方や第３号被保険者
の方、老齢基礎年金を繰り上げ請求
した方は任意加入できません。また、
任意加入期間中は保険料の免除制度
はありません）。任意加入は、申出を
した月から随時加入できます（時期
をさかのぼって加入することはでき
ません）。
任意加入の条件
①高齢任意加入
日本国内に居住する６０歳以上６５歳

未満の方（付加保険料も納付できます）
②在外任意加入
外国に居住する日本人で、２０歳以

上６５歳未満の方（付加保険料も納付
できます）
③特例高齢任意加入
昭和４０年４月１日以前に生まれた

方で、日本国内に居住する６５歳以上
７０歳未満の方（付加保険料の納付は
できません。また、すでに老齢基礎
年金の受給資格を満たしている方は
加入できません）

必要なもの
・基礎年金番号が分かるもの（年金
手帳や基礎年金番号通知書など）
・金融機関等の通帳と届印（任意加
入の場合、保険料の納付方法は原
則口座振替のみ）
※在外任意加入の場合は、国内に居
住する親族に協力者になってもら
う必要があります（協力者の名
前・住所・続柄・電話番号の記入
が必要）。
※高齢任意加入・特例高齢任意加入
を希望し、共済年金の加入期間が
ある方は、年金加入期間確認通知
書も必要です（勤務先の共済組合
に請求してください）。
※特例高齢任意加入の場合は、合算
対象期間（カラ期間）を証明する
書類も必要です。詳しくは、お問
い合わせください。
申込み先
高齢任意加入・特例高齢任意加入

（区）保険年金課国民年金係
在外任意加入（協力者あり）

（区）保険年金課国民年金係
在外任意加入（協力者なし）

千代田年金事務所

■外国籍の方も国民年金に加入を
国民年金は日本に住む２０歳以上６０

歳未満の方が加入する制度です。被
用者年金（厚生年金や共済組合）に加
入しているか、その被扶養配偶者で
ない場合、外国籍の方にも国民年金
の加入義務があります。加入手続き
は、外国人登録をしている区市町村
の国民年金担当窓口（千代田区の場
合は保険年金課）でできます。
※国民年金に加入し受給要件を満た
せば「老齢基礎年金」「障害基礎
年金」「遺族基礎年金」のいずれ
かが受けられます。受給要件を満
たさなくても、保険料を６か月以
上支払っていて、帰国後２年以内
の請求であれば「脱退一時金」が
受けられます。
※国民年金に加入している外国籍の
方、年金を受給している外国籍の
方が日本国内で住所を移したとき
は、年金の住所変更届が必要にな
ります。転入先の区市町村の国民
年金担当で忘れずに手続きしてく
ださい。

―いずれも―
問合せ 保険年金課国民年金係

1５２１１－４２０２
千代田年金事務所 1３２６５－４３８１

自動車税は５月末までに

事業所の給与担当の方へ

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校
　就学前が対象）を希望する方は
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料

国民年金の加入制度

5月
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ １０ １１ １２ １３ １４ １５
１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９
３０ ３１

6月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０

新緑の季節 千鳥ケ淵ボート場へ

■非常勤保育士
対象 保育士資格を有する方５名程度
（面接により選考）
雇用期間 ７月１日～平成２３年３月３１日
勤務地 区立保育園・こども園
勤務形態 月１６日（土曜勤務あり）７時～
２０時３０分のうち８時間３０分（４５分の
休憩を含む）
報酬 １８２,６００円（交通費別途支給、雇
用・社会保険加入あり）
申込み ６月３日（木）（必着）までに履歴
書（市販の様式）と保育士証の写し
を郵送または直接子ども支援課支援
係へ。
■臨時職員(保育補助)
対象 保育士有資格者･無資格者（い
ずれも可）若干名（園長面接により
選考）
雇用期間 原則２か月（更新あり）
勤務地 区立保育園・こども園
勤務形態 月２０日（土曜勤務あり）
①７時３０分～２０時３０分のうち６時間４５分
（１時間の休憩を含む）
②７時３０分～２０時３０分のうち３時間
賃金（交通費を含む）
①有資格日額７,２００円／無資格日額

６,６００円
②有資格時給１,３００円または１,３９０円(８
時３０分以前･１８時以降の早番･遅番対
応の場合)／無資格時給１,１９０円また
は１,２８０円（８時３０分以前･１８時以降の
早番･遅番対応の場合)
申込み 登録制です。電話で申込みの
上、履歴書･資格証明書の写しを子
ども支援課支援係へ郵送してくださ
い。欠員が出た場合に連絡します。
※平成２２年度内は、応募を随時受け付
けています。

―いずれも―
問合せ 子ども支援課支援係（〒１０２－
８６８８九段南１－２－１区役所２階1

５２１１－４２２９）

区立保育園・こども園 非常勤保育士・臨時職員を募集

日本赤十字会員を募集

東京２３区内の
都税事務所の所管区域



今年の４月から、東京都内では
各家庭に住宅用火災警報器の設置
が義務化されました。区は、障害
者や高齢者の世帯に対し、無料で
火災警報器の設置を行っており、
平成２０年度から約４,７００台を配布し
ました。東京消防庁の統計による
と、住宅用火災警報器の普及と共
に「付いていてよかった」という
声は年々増加し
ています。早め
の設置をお願い
します。
対象
障害のある方＝区内在住で、次の
①～④のすべてに該当する方
①次のいずれかをお持ちの方
・身体障害者手帳
・愛の手帳
・精神保健福祉手帳
②ひとり暮らし障害者世帯または
障害者のみ世帯の方

③自宅に火災警報器を３台以上設
置していないこと。また、千代田
区緊急通報システムを設置してい
ないこと
④賃貸住宅に住んでいる場合、住
宅の所有者または、管理者の承諾
が得られること
高齢者の方＝ひとり暮らし高齢者
または高齢者だけの世帯　　
助成内容 区の委託業者が自宅を
訪問し、音声で火災を知らせる火
災警報器を３台まで無料で設置し
ます。聴覚障害の方は、音と光で
火災を知らせるフラッシュランプ
付の火災警報器も選べます。
問合せ　希望する方は担当部署へ
お問い合わせください。
障害のある方＝生活福祉課障害者
福祉係 1５２１１－４２１４

6３２６４－０９２７
高齢者の方＝高齢介護課在宅支
援係　　 1５２１１－４２２０

No.1277 22.5.5（6）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

▲さくらフェスティバル（ 國神社）

障害者手帳等をお持ちで、一定
の要件に該当する方は、軽自動車
税または自動車税のいずれかの減
免が受けられます。なお、平成２２年
度から減免対象に肝機能障害が加わ
りました。肝機能障害の身体障害
者手帳をお持ちの方（交付申請中
の方も含む）が対象です。
減免申請の期限
自動車税＝５月３１日（月）まで（新規取
得の場合は1か月以内）に直接都
税事務所、都税総合事務センター
等に申請してください。６月１日
以降は、翌年度分の自動車税の減
免申請を受け付けます。既に減免
を受けている方は、改めて申請す
る必要はありません。
軽自動車税＝５月２４日（月）までに直接
税務課納税促進係（区役所２階）に

申請してください。前年に減免の
対象になった方には、５月上旬に
送付する軽自動車税納税通知書に
申請書を同封します。
申請に必要な書類（自動車税、軽自
動車税とも同じ）
身体障害者手帳等、運転免許証

（コピーの場合は裏表両面）、ハン
コ、障害のある方と生計が同一の
方が、所有または運転する場合は、
障害のある方と同居を証明する書
類（運転免許証、住民票など）です。
詳しくは、お問い合わせください。

問合せ 軽自動車税＝（区）税務課納
税促進係　1５２１１－４１９３
自動車税＝都税総合事務センタ
ー 1０５７０－０６４－１７１
（ＰＨＳ、ＩＰ電話はこちら1０３－
５９８５－７８１１）

模擬店など春の楽しい催しです。
とき ５月１１日（火）午前１１時～午後２
時／１２日（水）午前１１時３０分～午後
３時（売切れ次第終了）
会場 高齢者センター、愛全公
園（いずれも神田神保町２－２０）
内容 １１日（火）＝産直野菜等の販売、
喫茶コーナー／１２日（水）＝模擬
店・フリーマーケット・ビンゴ大会
※一部に「高齢者センター利用者
優先」のコーナーあり
問合せ 高齢者センター

1３２６５－３９８１

親族の方を対象に、成年後見制
度や後見人の仕事など、後見人に
なるための講習会を開催します。
とき ６月４日(金)・２５日(金)午後２時
～４時
定員 ２０名（申込順）
会場 社会福祉協議会会議室（西
神田１－３－４西神田庁舎３階）
申込み 前日までに電話・ファク
シミリまたはＥメール（５面参照）
でちよだ成年後見センター（1

５２８２－３１００6５２８２－
３７１８ ○kouken@chiyoda-
cosw.or.jp）へ。

足って大事～足腰が弱くなる前に
できること～
生涯にわたって元気に歩くため、

運動不足や悪い姿勢によって、筋
肉が弱っていくのを防ぐための取
り組みや、その重要性を知ってい
ただく教室です。軽い運動をする
ので、動きやすい服装でお越しく
ださい。
とき ５月１５日（土）午後１時３０分～
３時
会場 かんだ連雀１階ホール（神
田淡路町２－８－１）
講師 高齢介護課理学療法士

申込み 前日までに電話またはフ
ァクシミリ（５面参照）で高齢
者あんしんセンター神田（1

５２９７－２２５５6５２９７－
２２５６）へ。

とき ６月６日・２０日・２７日のいずれ
も日曜（全３回）午前９時３０分～
１１時３０分
会場 昌平童夢館（外神田３－４－７）
対象 心身に障害がある１５歳以上の
区内在住者で、身の周りの事が自
分ででき団体行動の取れる方６０
名（申込順）
※付き添いの方はプールに入場出
来ません。
申込み ５月２５日（火）（必着）までにフ
ァクシミリ（５面参照）で千代田区
水泳連盟・丸山（1０９０－８８４８
－３６８６6３２９４－１１４０）
へ。

５月２４日（月）はボイラー点検のた
め、高齢者センターのお風呂は利
用できません。ご了承ください。
問合せ 高齢者センター

1３２６５－３９８１

スポーツ体験型イベントと、ＮＨＫ教育テレビで放送中の「メ
ジャー」から、さまざまな場面のパネルを展示します。

伊東豊雄、鈴木了二、内藤廣、アトリエ・ワン、菊地宏、中村竜治、中山英之、世代もタ
イプも異なる7組の日本の建築家たちによる新作インスタレーションを展示。

フランスのアール・デコを代表する作家ルネ・ラリック、ジャン・デュナン等による家具、ガラス、陶
磁器などを展示。その影響を受けた日本の工芸家の作品とともに約８０点を紹介します。

植物が花を咲かせ、鳥がさえずる季節は自然観察に最適です。身近な場所で
の自然の見方や観察テーマの探し方など、自然観察の楽しみ方を紹介します。

18～19世紀、ガーデニングの流行とともに資料としての役割から美術的鑑賞の対象ともされ
るようになった植物画。当時英国で制作されたボタニカル・アートの一端をご紹介します。

ことわざ研究の第一人者、時田昌瑞氏寄贈のかるたや錦絵、
刷り物、工芸品や生活資料を一堂にご覧いただきます。

江戸末期より庶民の娯楽のひとつで、現在のサーカスに通じる軽業・曲芸を
取り上げます。幕末の曲芸師のダイナミックで華やかな芸をお楽しみください。

イタリア人現代画家アレッサンドロ・パペッティの３０年にわたる多彩な活動の軌跡を紹介
します。「水」「廃工場」「町」をテーマにしたダイナミックな９作品を展示します。

環境・エネルギーを支える材料等について展示するとともに、「ナーノの
冒険」等の上映や「金属の名前当てクイズ」を行うことができます。

（７面のつづき）

館　　名 催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

土・日・
祝日

土・日・
祝日

月　
５/６

５/６

ワクワク！ドキドキ！親子でチャレンジ！スポーツファミリー
イベント～アニメ「メジャー」の主人公たちに挑戦！～逓 信 総 合 博 物 館

※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

国内外の著名なデザイナーがかかわったカメラやファッションブランドとのコラボレー
ションモデルなど、「カメラとデザイン」をテーマに個性豊かなカメラを展示・紹介。

人形浄瑠璃は語り物音楽である浄瑠璃と人形から成る日本の伝統芸能です。人形浄瑠璃文楽の
歩んできた道を国立劇場、国立文楽劇場所蔵資料を中心に映像や音声を併用してご案内します。

～５/９（日） 1３２４４－６８１１

東京国立近代美術館

自然環境情報ひろば
丸の内さえずり館

東京国立近代美術館
工 芸 館

ニューオータニ美術館

日本カメラ博物館

明 治 大 学 博 物 館

国 立 劇 場
伝 統 芸 能 情 報 館

文 部 科 学 省
情 報 ひ ろ ば

イタリア文化会館

国立演芸場展示室

所蔵作品展 
アール・デコ時代の工芸とデザイン

「建築はどこにあるの？　
７つのインスタレーション」展

日本自然保護協会
「自然観察　はじめの一歩」

英国ボタニカル・アート 
美しき植物の記録

こ・と・わ・ざ 
ワールドへようこそ

人形浄瑠璃文楽の歴史

特別展「カメラとデザイン」

演芸資料展 
―幕末の技比べ―

アレッサンドロ・パペッティ展
―ダイナミックな空間―

環境・エネルギーを支える材料研
究

～５/１９（水）

～５/３０（日）

～６/２０（日）

～８/８（日）

～６/２７（日）

５/２８（金）～７/１９（祝）

５/３１（月）～６/１８（金）

～５/２４（月）

～６/２０（日）

～７月末ごろ（予定）

月※

月※

５/６

月※

※

日

無料

無料

１１０円

８５０円

２００円

３００円 1３２６３－７１１０

1３２８３－３５３６

７００円
（宿泊客は無料）

無料

無料

無料 1６７３４－２１７０

1３２６４－６０１１
内線１３・１４

1３２９６－４４４８

1３２６５－７４１１

無料 1３２６５－７４１１

1３２２１－４１１１

５/２１・２６
・２７・３１

（６/２は閉館）

春のたのしみ大会

自動車税・軽自動車税の減免

高齢者・障害者世帯へ
火災警報器の無料設置をします

親族向け後見人講習会

神田で元気にながいき教室

心身障害者水泳教室

高齢者センターお風呂の休業

障害者手帳をお持ちの方へ



（7）No. 1279 22.5.5 区役所の代表電話　3264ー2111

館　　名

相田みつを美術館

出 光 美 術 館

科 学 技 術 館

神 田 明 神 資 料 館

宮内庁三の丸尚蔵館

国 立 公 文 書 館

JC I Iフォトサロン

相田みつをには、書家・詩人・エッセイストという横顔があります。書とエッセイが一対にな
った初の書籍「おかげさん」の作品を中心に、新たな相田みつをの書の魅力を紹介。

茶道具、煎茶具、そして書画の優品を一堂に集め、現代の私
たちの視点から、喫茶文化の趣向と展開をふり返ります。

日本画、彫刻、工芸の分野から、これまで当館で展示する機会の少なかっ
た大正から昭和初期に制作された作品の中から、優品を紹介します。

平将門命奉斎７００年を記念し、当館資料を展示予定。映像資料もお
りこみつつ、江戸東京文化を知っていただく展示を予定しています。

三社祭でお神輿を担ぐ人々やサンバカーニバルの熱気、職人や行商など、変貌をとげる
昭和の浅草を写した作品、約７０点（すべてモノクロ）を、氏の一周忌として展示・紹介。

いつもの「むしメガネ」は、小さいものを大きくしてくれる便利な道具で
すが、いつもと違った使い方で実験をします（３回、各回２０名）。

洋装・洋食のはじまり、鉄道、上下水道の整備など、文明開
化していく日常生活を当館所蔵の公文書等で紹介します。

1,０００円

８００円 1６２１２－３２００

主に企画展・特別展を掲載しています

1３５８１－１６５１

～６/６（日）

～９/１７（金）

～５/３０（日）

～５/３０（日）

５/６（木）～８/１０(火)

～６/２９（火）

５/２３（日）

～６/１３（日）

～７/２５（日）

催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

無料

1５２０８－１０６３無料

無料

３００円 1３２５４－０７５３

1３２１４－０６２１無料

無料

無料

無料

1３２６１－０３００

月  ・金

土・日
休日

月

日・祝日

月

５/３１

祝日は開館

祝日は開館

祝日は開館

月

月

月

平日

祝日は開館

千 秋 文 庫

昭 和 館

本展では、戦傷病者の体験記に焦点をあて、そこに記された多様な労苦
とその背景を、関連する実物資料や証言映像を交えて紹介します。

版画を通して、昭和初期から戦後にかけての現在とは異なっ
た懐かしい風景や、人々の生活の様子を紹介します。

国会議員の在職期間が２５年に達した者は、院議をもって永年在職
の表彰決議が行われる。戦後、表彰された議員を順次紹介する。

～５/９（日）

～５/９（日）

1３２３４－７８２１

1３２２２－２５７７

当館所蔵の江戸の地図や絵図を各種展示し、当時１００万人が居住し、世界で
も有数の大都市であった江戸の様子や文化を探ってみたいと思います。

第４４回企画展「おかげさん―相田
みつを・書とエッセイの世界―」

日本の美・発見Ⅲ 
茶  Ｔea―喫茶のたのしみ―

中田和昭作品展 
「浅草の昭和」

「江戸の風景―町絵図を中心に」

館蔵名品展 
版画に描かれたくらしと風景

あふれる想い、伝える言葉―戦傷病
者とその家族が綴る体験記展―

「花ひらく個性、作家の時代―大
正・昭和初期の美術工芸」

「暮らしのうつりかわり－明治編－」

栄光ゼミナールの出張理科実験「本当はさか
さまに見ている！？～むしめがねカメラづくり」

平将門命奉斎７００年記念 
「江戸のチカラ」

永年在職表彰元議員肖像画展ⅤⅢ衆議院憲政記念館

し ょ う け い 館  

※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

※

４００円 1３２６１－００７５

（５/３１は開館）

（常設展示室
は有料）

（入館料は別
途必要）

各クラブの申込みが始まります
ジャズダンス・卓球・工作などのク

ラブがあります。５月の児童館だより
に詳しい説明が載っています。ぜひ、
児童館にあそびに来てください。
四番町１１1３２３４－３０８４

子育ての悩みや困ったことなど「私」
にあった対処法を見つけませんか。子
育て中の保護者の支えになる講座とし
て、多くの方の参加があります。
６月２日～７月７日の毎週水曜（全６

回）１０時～１２時、一番町児童館（一番
町１０）、区内在住の３か月～１歳の子ど
ものいる保護者で全回参加できる方
１６名（申込順）、参加費=４００円（お茶代）、
講師＝古賀美由紀さん（臨床心理士）、
５月６日(木)９時から電話で児童・家庭支
援センター（1５２９８－２４２４）へ。
※託児サービス（要予約）あり。

おしゃべりはするが、ことばのキャ
ッチボールが苦手。特定のものにこだ
わる。お友だちとうまく遊べないなど
お子さんの成長についての保護者の心
配事や気がかりに小児科医師・心理士
が相談に応じます。
毎月１回実施、時間は１３時３０分と１４時

３０分、神田さくら館６階(神田司町２－
１６)、電話で児童・家庭支援センター
（1５２９８－２４２４）へ。
※日程はお問い合わせください。

千代田区立図書館は、お子さんが本
に親しめるように、定期的に絵本の読
み聞かせ（３０分程度）を行っています。
気軽にご参加ください。
■千代田図書館15211－4289
５月１５日（土）１５時～（幼児以上向け）／

５月２０日（木）１１時～（乳幼児向け）
■四番町図書館13239－6357
５月２３日（日）１４時～（幼児以上向け）

授業風景や学校生活を公開します。
５月１８日（火）～２０日（木）８時～１５時１０
分／２１日（金）・２２日（土）８時～１２時２０分、
富士見校舎（富士見１－１０－１４）、九段
校舎（九段北２－２－１）
九段中等教育学校　 1３２６３－２０９１

http：//www.kudan.ed.jp

７月７日～２８日の毎週水曜（全４回）
１５時３０分～１６時３０分、スポーツセン
ター、３歳以上就学前の幼児または小
学生とその保護者３０組(抽選)、指導＝
清水美子さん (ミズノグループ専属イ
ンストラクター)、参加費＝幼児８００
円／小学生＝１,０００円／保護者１,６００
円、６月１５日(火)（必着）までに往復ハガ
キ(５面参照・1人1枚)に性別を記入し
スポーツセンター(〒１０１－００４７内神田
２－１－８1３２５６－８４４４)へ。

道具を使ったり、ゲームをしたりし
て、楽しみながら水になれることがで
きるプール教室です。浅めのプールな
ので、小さなお子さんでも安心して参
加できます。
１回目＝６月１２日・１９日・２６日／２回

目＝７月３日・１０日・１７日のいずれも土曜
１０時３０分～１１時３０分（１０時受付）、いき
いきプラザ一番町温水プール、健康な
４歳以上の未就学児とその保護者・プー
ル初心者や水泳が苦手なお子さん各回
１０組２０名（申込順）、講師＝千葉紘一さ
ん・木村久美子さん（千代田区水泳連

盟）、参加費＝区内在住者３,５００円／そ
の他の方４,５００円(プール料金を含む）、
１回目は６月１０日(木)、２回目は７月１日(木)
までに参加費を添えて直接いきいきプ
ラザ一番町１階総合受付（一番町１２1
３２６５－６３１１）へ。
※申込時に住所を確認できる物をお持
ちください。

４月１日現在、区内在住で０歳～
１５歳の子どもがいる世帯に通知を送付
しました。忘れずに申請してください。
申請期限 ９月３０日（木）

申請場所 子ども支援課（区役所２
階）・出張所
※詳しくは、区のホームページ等をご
覧ください。
問合せ 子ども支援課手当・医療係

1５２１１－４２３０

ダウン症の女流書家として活躍し、
メディアにも多数取り上げられている
金澤翔子さんのお母様・金澤泰子さ
ん＝写真＝が基調講演を行います。
また、４講座(全８回)も開催します。

とき・定員 下図表のとおり
会場 九段生涯学習館（九段南１－５－
１０）
対象 区内在住・在勤・在学者または
区内在学の児童・生徒の保護者
受講料 ６００円（講演会も含めて何回で
も受講可）
申込み ５月６日(木)１３時から電話ま

たはホームページで九段生涯学習館
(1３２３４－２８４１ http ://www.
kudan-ll〈エルエル〉.info)へ。

※希望の講座番号を明記してください。
※託児サービスあり（満１歳以上の未
就学児は無料、各開講日の３週間前
までに申込みが必要です）。

▲入園式にピエロ登場（ふじみこども園）

四番町児童館

完璧
ぺき

な親なんていない
ノーバディーズ・パーフェクト

おはなし会

親子ふれあいプール教室

親子 de ヨガ

子どもの健康相談室

子ども手当の申請を
忘れていませんか

九段中等教育学校の学校公開 見て、聞いて、動いて実感
～子どもの成長と向き合う～

コース・内容 と  き 定員 講　師

基調講演
①「障害を持つ娘と向き合っ
　て感じたこと・学んだこと」

コミュニケーションコース
②「親業―子どもを通して
　自分を見つめる―」

ワークショップコース
③「子どもの成長絵本作り」

スキンシップコース
④「パパと一緒にダイナミッ
　ク遊び」

スキンシップコース
⑤「うたとゲームでパパと遊
　ぼう」

６月１３日(日)
１４時～１６時

６月２２日(火)・２９日(火)
（全２回）
１０時～１１時３０分

６月１７日・２４日・７月１
日・８日いずれも木曜
（全４回）
１０時～１１時３０分

６月１９日（土）
１４時～１５時３０分

７月３日（土）
１４時～１５時３０分

１００名

４０名

３０名

３０組
※１

３０組
※２

金澤泰子さん

式場敬子さん

定員は、すべて申込順。　※１　５歳～小学校２年生までのお子さんと保護者　
※２　３歳～５歳までのお子さんと保護者

ダウン症の書家金澤翔子
さんのお母様（女流書家）

親業訓練協会
インストラクター

かなざわ

とうきん

や す こ

し き ば

桑原妙子さん

頭金多絵さん

絵本クリエイター

親子教室
ぬくぬくだっこらんど主宰

荒巻シャケさん

保育
シンガーソングライター

た  え

平成２２年度
家庭教育学級

お詫びと訂正
４月１２日に送付しました「子ど

も手当の封筒」に記載されている、
区役所（大代表）の電話番号に誤り
がありました。正しくは次のとお
りです。ご迷惑をおかけしたこと
を、お詫び申し上げます。
区役所1３２６４－２１１１（大代表）

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。
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図書館資料の探し方（初級編）
読みたい本の検索方法や本の予約方

法、図書館の本の並び方など、千代田
図書館の効率的な利用に役立つさまざ
まな方法や情報をわかりやすく解説。
５月２６日（水）１９時～２０時３０分、千代田

図書館第１・２研修室（区役所９階）、パ
ソコン操作ができる方１２名（申込順）、
５月６日（木）から電話または直接千代
田図書館カウンター（区役所１０階1

５２１１－４２９０〈平日１０時～１８時〉）へ。

ＴＯＥＩＣの効果的英語学習法
千代田Ｗｅｂ図書館は、音声やビジ

ュアルコンテンツが収録されている電
子書籍や英語教材を多数所蔵していま
す。ＴＯＥＩＣの英単語、イディオム、実
践テスト等の資料もあり、リスニング、
シャドウイング、ディクテーションな
どの英語トレーニングができます。
今回は、ＴＯＥＩＣ教育と普及に長年従

事してきた講師が、効果的なＴＯＥＩＣの
トレーニング方法のツボを伝授します。
５月３１日（月）１９時～２０時、千代田図書

情報探索講習会

「腸を制する者は健康を制す」とい
われています。１日目は、腸が持つ力を
正常に保つための腸にやさしい生活に
ついて、消化器内科の専門医による講演
会を行います。２日目は、腸を助ける運
動のポイントと実践を行います。

とき・内容 下図表のとおり
会場 麹町区民館洋室Ａ・Ｂ（麹町２－８）
対象 ２０歳以上の区内在住者各回５０名
（申込順）
申込み 電話で健康推進課健康推進係
（1３２９１－３６４６）へ。

生活習慣病予防教室（２日制）

情報紙の発送ボランティア

６月３日（木）
１３時３０分～１５時

６月４日（金）
１３時３０分～１５時

腸にやさしい生活

腸を助ける運動のポイントと実
践

と   き 内　　容 講　師

日比紀文さん

染谷由希さん
順天堂大学順天堂医院トレーナー

慶応義塾大学医学部教授

ふたばサービス　協力会員

九段ＬＬカフェ講座
ＷｅｌｃｏｍｅｔｏＯｐｅｒａ―オペラ事はじめ
心ときめく歌声、華やかな舞台、

楽しいオペラの世界を気軽にのぞ
いてみませんか。一流講師陣が入
門編にふさわしいオペラを案内し
ます。
とき・内容 下図表のとおり
会場 九段生涯学習館（九段南１－
５－１０）

定員 ５０名（申込順）
参加費 ４,０００円
※区内在住者・すぽすたちよだ会員
は３,０００円
申込み 電話またはホームページで
九段生涯学習館（1３２３４－２８４１
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｋｕｄａｎ-ｌｌ〈エ

ルエル〉．ｉｎｆｏ）へ。

５月３１日

６月３１日

６月２８日

オペラの誕生

「フィガロの結婚」からはじ
めるモーツァルトのオペラ

「カルメン」からはじめる
フランス・オペラ

「リゴレット」からはじめる
ヴェルディのオペラ

と   き 内　　容 講　師

戸口幸策さん

堀内　修さん

成城大学名誉教授

音楽評論家

岸　純信さんオペラ研究家

栗林芳彦さん名古屋文理大学准教授

７

７月３１日５

※いずれも月曜１９時～２０時４５分

ひと まち ふれあい

福田メモリアルゴルフ大会

千代田Web図書館を
使ってみよう

館第１・２研修室（区役所９階）、定員２０名
（申込順）、講師＝深川善孝さん（ハイペ
リオン（株）英語キャリア教育研究所所
長）、５月６日（木）から電話または直接
千代田図書館カウンター（区役所１０階
1５２１１－４２９０〈平日１０時～１８時〉）へ。
※千代田Ｗｅｂ図書館は、区内在住・
在勤・在学者向けのサービスです
が、千代田図書館内ならどなたでも
利用できます。

初心者ゴルフの育成とアマチュアゴ
ルフの発展に尽力した福田彰さんの名
を冠したゴルフ大会を開催します。
６月８日（火）８時～（アウト・イン同時ス

タート・雨天決行）、若洲ゴルフリンクス

アフリカへ毛布をおくる運動推進
委員会は、１９８４年のアフリカ大干ば
つ以来、災害と貧困に苦しむアフリ
カの人々へ、これまで３９０万枚以上
の毛布を送っています。昼間の気温
は約４０度、朝晩は３度程度まで下が
る寒暖差の激しい気候の中で、寒さ
から身を守り命をつなぐ贈り物で
す。ぜひ毛布をお持ち寄りください。
また、アフリカへの船便輸送費

（１,０００円）の寄付も受け付けていま
す。
とき ５月１６日（日）１０時～１５時
会場 和泉公園(神田和泉町１）
※使用した毛布は、必ず洗濯してく
ださい。破損した毛布、綿毛布、
サイズの小さな毛布はご遠慮くだ

さい。
問合せ 千代田明るい社会づくりの
会・奥田 1０９０－３５１６－３１５１

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｍｏｆｕ.ｏｒｇ

アフリカへ毛布をおくる運動

３,３００本のさくらが満開
今年も３月末から４月の初旬にか

けて、区内のさくら約３,３００本が咲
きそろいました。区内のさくらが満
開になった４月３日・４日の土・日
には、区内・外からだけでなく海外
からも花見客が訪れ、写真を撮った
り、お弁当を広げたりと、それぞれ
の楽しみ方で花見を満喫していまし
た。
また、３月２６日から４月６日の間

に、恒例の千代田のさくらまつりや

ライトアップが行われ、約９８万人が
千鳥ケ淵緑道を訪れました。この期
間の「さくら再生募金」には約３５１万
円が寄せられ、集まった募金は、さ
くら再生事業やさくらサポーターな
どのボランティアグループの活動資
金に活用していきます。

（江東区若洲３－１－２）、区内在住・在勤
者１５０名（申込順）、参加費＝千代田区ゴ
ルフ協会会員３,０００円・非会員５,０００円
（プレー費１３,７４５円〈税込み〉は別途／
朝・昼食代・売店費は各自負担）、５月
１５日（土）（必着）までに所定の用紙（ス
ポーツセンター〈内神田２－１－８〉で
配布または千代田区地域ポータルサ
イト「千代田ｄａｙ,ｓ」〈ｈｔｔｐ：//www.
ｃｈｉｙｏｄａ-ｄａｙｓ.ｊｐ〉からダウンロード）
を郵送またはファクシミリで千代田
区ゴルフ協会・山田（〒１０１－００３２岩本町
２－６－１２曙興業株式会社内1３８６２－
２７２３6３８６２－２７３０）へ。

ちよだボランティアセンターが毎月
２５日に発行している情報マガジン「ボ
ランティア」は、多くのボランティア
の協力で作成され、発送しています。
仲間同士で交流しながら、発送作業の
ボランティア活動をしませんか。
５月２１日（金）１０時～１２時３０分、ちよだ
ボランティアセンター（西神田１－３－
４西神田庁舎内）、内容＝情報紙の仕分
け・封入・配達、電話・ファクシミリまた

はＥメール（５面参照）でちよだボランテ
ィアセンター（1５２８２－３７１６6５２８２－
３７１８○ｖｏｌｕｎｔｅｅｒ＠ｃｈｉｙｏｄａ-ｃｏｓｗ.
ｏｒ.ｊｐ）へ。
※活動日は原則毎月２３日です（日・祝日
の場合は日程が変わります）。

住民の助け合いで家事援助サービス
を提供する「ふたばサービス」は、協
力会員を募集しています。空いている
時間を使って、地域の方のために活動
しませんか。１８歳以上で関心のある方
は、説明会にぜひご参加ください。
活動内容 家事支援（掃除・洗濯・料
理など）、外出の付き添い、子育て
支援など
活動費 １時間８００円～
■説明会
①６月１０日(木)１４時～②７月１２日(月)１４

時～、社会福祉協議会会議室(西神田
１－３－４西神田庁舎３階)、前日まで
に電話でふたばサービス（1５２８２－
３７１３）へ。
※個別対応も可能です。気軽にご相談
ください。


